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地方独立行政法人化！ 

もっとよりそう都立病院へ 

 

  

             セット・火災共済に加入中の皆  

           様へ、継続加入申込書をお渡しし  

          ています。 

  転居された方、口数を変更されたい方は、該当

箇所を訂正の上、分会の共済担当者へご提出を

お願いいたします。 

 解約を希望される方もご提出が必要です。 

  ご不明な点は病院支部書記局までお問い合わ

せください。※変更なしかつ

継続を希望される方はご提

出いただく必要はございま

せん。 

 このところ組合員の方

から「都立病院には慰労

金が出ないと聞きまし

た」、「公務員は減額さ

れるって本当ですか」と

いう問い合わせが続いて

います。都立・公社病院

ではコロナ受け入れを行っているので２０万円の

支払い対象です。ただし事務職の人が対象になる

かなどの委細はまだ確認が取れていません。 

公務員は支払い対象外、減額は間違いです 

どうなる医療労働者への慰労金！ 

 東京女子医大の夏のボーナスゼロ問

題。労働組合が声を上げたことにより、国

会でも取り上げられ、ネット上でも女子医

理事会に対する厳しい批判の声が巻き起

こり、女子医理事会は「支給を検討」すると

発表しました。女子医労組は「少なくとも昨

年並み水準」を求めています。しかし理事

会は「支給を検討」しているだけで具体的

な回答はまだです。女子医理事会のよう

に、コロナ対策で病院が赤字になった時、

労働者に一方的に犠牲を押し付ける経営

を許してはいけません。そんな経営を許せ

ば、次は私たちの労働条件が切り下げら

れ、ついには日本の医療労働者の労働条件が底抜けになってしまいます。そもそもコロナを受け入れた

病院ほど赤字になるような診療報酬制度が大間違いなのです。支部は抗議のFAXを送りました。皆さ

んも、#女子医理事会はボーナス満額払え #がんばれ女子医労組、などを拡散させましょう。声を上げ

れば事態は変わります。 

 

女子医ボーナス問題はまだ解決していない 女子医理事会は組合の要求に応え

2.1か月分のボーナス支給を！赤字を理由にした労働条件切り下げはNO! 

フランスでは、医療労働者が月平均2万2千円の 
賃上げを実現 写真はハフポスト日本版 


